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総合解析部門の構成

 教授(2) 草野、町田*
 准教授(3) 増田、三好*
 講師（１） 梅田*
 助教(3) 家田、今田*
 特任准教授(2)、特任助教(4)
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 研究員 (5)
 DC (6)
 MC (15)
 B4 (4)

 秘書(4)
 技術職員(2)

留学生（２）
外国人客員教授（２）
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太陽宇宙環境物理学(SST)研究室の研究テーマ
太陽地球結合システム

太陽内部→彩層→コロナ→太陽風→磁気圏→電離圏→大気→地球
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太陽宇宙環境物理学研究室(SST研)
 太陽黒点周期活動とその変動のメカニズム

 太陽フレアの発生機構の解明とその予測

 太陽フレアにおける高エネルギー粒子加速

 コロナ質量放出の形成と伝搬

 爆発的なオーロラ発生の機構

 放射線帯の変動機構

 地球、火星の大気散逸機構

 地磁気の反転機構

 太陽活動と雲の関係

宇宙天気・宇宙気候の理解と予測
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新学術領域研究

太陽地球圏環境予測（PSTEP）
我々が生きる宇宙の理解とその変動に対応する社会基盤の形成



太陽・地球・惑星から成る広大なシステムで起こる多様な現象を
人工衛星・地上観測データの総合解析

スーパーコンピュータを駆使したコンピュータシミュレーション
の融合によって、総合的に探ることができる世界的にも例の無い
総合的研究室。

• 最先端科学研究としての太陽宇宙環境物理学
• 人間の生存環境を守るための宇宙天気・宇宙気候研究
• 宇宙プラズマ現象の物理素過程
• 様々な惑星の電磁気圏環境の比較研究

太陽宇宙環境物理学(SST)研究室



SST研究室の特徴

 学際分野をカバーする豊富な教授陣

 太陽物理学、地球電磁気学、プラズマ物理学、惑星
科学、宇宙物理学、シミュレーション科学の広い分野
から自由にテーマを選べる。

 最先端の研究に直結

 最新の衛星観測データ、世界最高速のスーパーコン
ピュータを使った研究の実践

 国際的な活躍

 修士学生から国際会議参加、国際共同研究を実施

 多様な進路

 様々な研究機関、企業への進路が可能
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世界各国との共同研究に参加し、修士課程の段階から国内外の学会等に
参加・成果発表をしています。スポーツも盛ん。フットサル優勝！

学生生活の様子



修士論文：
• 太陽コロナにおけるダブルアーク型電流ループの安定性解析
• GEMSIS-RC及びRBシミュレーションに基づく放射線帯外帯電子と単色

Pc5波動のドリフト共鳴の特徴に関する研究
• プラズモイドによる磁気リコネクションの高速化機構に関するシミュレー
ション研究

• 磁気嵐中の水素、酸素イオンの内部磁気圏への供給に関する比較研究
• EIS観測における迷光寄与の評価と太陽活動周期変動に伴う極域構造
の変化

• 太陽風予測モデルの改善を目指した光球磁場の補填法とその評価

博士論文：
• 衛星観測に基づく太陽フレア発生過程の研究

• マルチスケール数値実験に基づいた水星磁気圏における重イオンダイ
ナミクスに関する研究

• 磁気嵐時のグローバルな電離圏電流の時間･空間発展に関する研究

• 探査機による直接観測に基づく太陽風変動と残留磁化が火星大気流出
に果たす役割の研究

学生の研究テーマの例



理想的な研究環境

研究所共同館I＆II



分野横断研究と広範なネットワーク
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修士課程卒業生：
• 宇宙航空研究開発機構（JAXA）
• 文溪堂
• 新潟大学医学部
• 川崎汽船
• IT企業各社

博士課程卒業生：
• 宇宙航空研究開発機構（JAXA）プロジェクト研究員
• 日立製作所

• 和歌山大学特任助教
• カリフォルニア大学バークレー校宇宙科学研究所研究員
• オーストリア科学アカデミー宇宙科学研究所研究員,
• 韓国チュンナム大学ポスドク研究員
• フランス国立科学研究センター(CNRS) LATMOSポスドク研究員

卒業後の進路



リーディング大学院プログラム

宇宙開発を担う人材育成を行
うための大学院プログラム

• 博士課程で、小型衛星の
開発に参画

• 修士課程1年で選抜、博

士課程まで進学すること
を前提に、修士課程のう
ちから経済的サポートを
受けられる



名古屋大学理学研究科の入試

 入試説明会

 6月17日（土）

 自己推薦入試

 口述審査のみ

 出願〆切6月26日～6月30日、試験7月15～16日
 一般入試

 筆記試験＋面接

 出願〆切 7月31日～8月2日、試験 8月23～25日
 受験の際には事前に研究室へ連絡してください。

 草野教授
kusano@nagoya-u.jp
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